
2款　2項　2目

【会計】一般会計

2款：総務費　2項：徴税費　2目：賦課徴収費

73

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

4,078千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

9 旅費

普通旅費 150千円

11 需用費

消耗品費 279千円

印刷製本費 2,027千円

12 役務費

手数料 30千円

13 委託料

弁護士等委託料 1,568千円

14 使用料及び賃借料

有料道路通行料 20千円

駐車場使用料 4千円

4,078千円

【活動指標・成果指標】　

指標名 平成29年度計画値

職員の出張に要する交通費

事務用消耗品、書籍購入費

納付書、各種封筒、警告書等各種帳票の印刷代

預金取引明細発行事務手数料（100件）

顧問料50,000円/月、着手金及び報酬

出張時有料道路通行料

出張時駐車場使用料

事業の目的

・財源の確保を図るため、市民税等の収納率の向上を図ります。 
・税負担の公平を図ります。 

事業の効果

・市民税等の収納率を向上させ、歳入の安定確保につなげます。 
・税の公平性を確保することで、市民へ税制度に関する理解を促進することができます。

節 説明

事業の概要

・滞納者に督促状、催告書を送付し自主的納税を促します。 
・納税相談等を実施します。 
・預貯金や不動産等財産の差押えなど、滞納整理を実施します。 
・市民税等及び国保税の滞納整理を併せて実施します。

平成29年度　当初予算要求事業内容説明書

第6章　ともに生き、支え合うまちづくり

施策7　税の公平、公正、効率的賦課と収入率向上を目指します

事業 徴収事業

担当所属 収税課

予算要求額
（財源内訳）

4,078千円

基本施策6　行財政運営の適正化

計



滞納者への督促状の発付　 滞納者へ督促する

財産差押件数 対象者に実施する

年間滞納繰越収入額 400,000千円

市税収納率（現年課税分＋滞納繰越分） 92.00%

市税収納率（現年課税分） 98.50%

市税収納率（滞納繰越分） 22.00%


